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１．概要（齋藤貴之）
　保健学は患者さんに向き合い、患者さんの心に寄り添う学問です。保健学は目の前に困っている
人がいれば、手を指しのべる人材を育てます。なぜ、保健学は国際化の取り組みが必要なのでしょう
か。理由は外国人の患者さんの増加に対応するだけではありません。日本は世界一のスピードで高齢
化社会になっています。アジア全体の高齢者比率は日本の約40年前の水準ですが、2035年には高齢社
会を迎えることが予想されています。生産年齢人口比率が低下し高齢化が進展すると、労働投入量
の減少と共に、医療費・年金負担の増加がアジア地域で起こります。私たち日本の保健学は高齢化に
よって起こる患者さんの飛躍的増加に対応した医療保健のモデルを世界に先駆けて作る必要がありま
す。そのために女性・高齢者・地域住民等の人材の活用、大学教育が担う保健専門職の人的資本の充
実、新しい技術の取り組みやソフトの開発により生産性を高める必要があります。保健学は高齢化社
会の中の成長産業であり、人材と技術のグローバル化の中、国際交流を通じて、世界で通用する基
準・仕組みを作り、患者さんに向き合う、患者さんの心に寄り添う人材を育てます。
　群馬大学の保健学科には、看護学、検査技術学、理学療法学、作業療法学があります。その他、
GFL、WHOと共同する多職種連携教育とも連携しています。私たちは患者さんに貢献するチーム
で、お互いのプロフェッションを理解し、連携します。それぞれの取り組みを紹介します。
２．看護学　（岡美智代、篠崎博光、金泉志保美、辻村弘美）
　看護学専攻では、国際的な視野を持ち、あらゆる場で人々の健康や医療に貢献する看護職者を育成
するために、海外の医療・看護事情について学ぶとともに、学生間の交流を通して国際的な視点をも
つための教育を行っています。2017年度の①グリフィス大学（豪州）、②モンゴル国立医科大学（モ
ンゴル国）との取り組みを紹介します。①グリフィス大学では10月に Chaboyer 教授を招聘し、群馬
大学医学部附属病院において「医療安全について」の講演会を開催。また、３月にはグリフィス大学
に６人の学部学生の派遣を行う予定です。②モンゴル国立医科大学では、３月にモンゴル医科大学に
３名の学部学生と１名の大学院生の学生派遣を行う予定です。
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３．検査技術科学（齋藤貴之、齊尾征直、時田佳治）
　検査技術科学専攻では、①ワシントン大学（米国）、②モンゴル国立医科大学（モンゴル国）と交
流協定を締結しています。①ワシントン大学では今後の臨床検査分野のグローバル化に対応した人材
を育成することを目的に1999年から現在まで群馬大学から33名、ワシント大学検査から25名の交換留
学を実施しています。ホームステイをしながら、在学中の学生と講義・実習・研究・課外活動を行っ
ています。②モンゴル医科大学では、１）検査専攻の教員および学生の受け入れ、２）群馬大学教員
のモンゴル訪問および教育講演の実施、３）大学院生の受け入れおよび指導、４）共同研究の立ち上
げ・実施を行っています。特に病理・細胞診領域の教育、研究支援は定期的に行っており、2017年に
はモンゴル国にて初のモンゴル - 日本病理細胞診ワークショップを開催、またモンゴル国の医師・技
師を受け入れ技術習得のためのトレーニングも行っています。
４．理学療法学（坂本雅昭、久留利菜菜、中澤理恵）
　理学療法学専攻では、①2007年　モンゴル国立医科学大学（モンゴル国）、②2011年　ピュー
ジェット・サウンド大学（米国）、③2015年　ランシット大学（タイ王国）、④2017年　オタゴ大学
（ニュージーランド）と交流協定を締結し、学生の学術的交流や文化的交流、教員の交流等を積極的
に行っています。本専攻の学生が交流協定校を訪問する際には、英語でのプレゼンテーションや大
学・関連施設見学、ホームステイなどを行い、現地学生との交流を図っています。英語で発表を行う
ため、事前学習（準備）にも力を入れています。また、留学生も多数受け入れており、院生の共同研
究にも積極的に取り組んでいます。さらに、交流協定校の教員による本専攻学生に対する英語での講
義も行っており、本専攻学生が海外・外国語に触れる機会を作っています。
５．作業療法学（李範爽、今井忠則、土屋謙仕）
　作業療法学専攻の交流校は、①ピュージェット・サウンド大学（米国）、②仁濟大学校（韓国）、③
国立台湾大学（台湾）、④モンゴル国立医科学大学（モンゴル国）です。①ピュージェット・サウン
ド大学には２年ごとに訪問、大学だけでなく周辺の関連施設訪問も充実しています。参加者向けの事
前英語学習プログラムは大変好評です。②仁濟大学校・③国立台湾大学とは学術交流を中心に相互理
解を深めています。学部生や大学院生同士が互いの学生生活や研究活動を紹介する機会もあります。
文化が近いこともあって深みのある交流が体験できます。④モンゴル国立医科学大学には教育支援を
行っています。その支援が実を結び、今年（2018年）モンゴルで初めて作業療法士が誕生することに
なりました。多くのモンゴル学生が群馬大学で短期研修を受けていて、一緒に講義を受けたり、実技
練習に参加したりしています。来日前は日本語や日本の文化を熱心に勉強しています。
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６．GFL（川島智幸）
　平成29年度より昭和キャンパスでは、「英語で語る世界の医療事情講座」と銘打った GFL生のため
の医学部独自企画が始まりました。医学部大学院に学ぶ留学生を講師に迎え、それぞれの国での医学
教育や医療事情、そして留学などについて話を聞き、互いの理解と交流を深めるものです。英語での
やりとりを通じて、実践的な英語力の向上も目指しています。医学部２年のGFL生が中心となり準
備を進め、医学部GFL生全員に参加を呼び掛けて実施しています。昨年10月にインドネシア人留学
生を迎えて第１回を行い、コロンビア、シリア、中国と、３月までに全部で４回行いました。
７．多職種連携教育（Interprofessional Education、IPE）（篠崎博光、時田佳治）
　保健学科では、「全人的医療」「チーム医療」に貢献する人材を育成するという教育理念のもと、
保健学科の全専攻の４専攻の学生が一緒に学ぶ「チームワーク実習」を1999年に開始しました。こ
の取組みは、文部科学省からも高い評価を得て、2007年度に文部科学省の特色GP「多専攻学生によ
る模擬体験型チーム医療実習」、2010年度の大学教育学生支援推進事業大学教育推進プログラム『総
合的学士力の育成に向けたチーム医療教育』に採択。IPE を先進的に実施している日本の大学機関と
2008年にネットワーク（Japan Interprofessional Working and Education Network：JIPWEN）を構
築し、国内のみならず海外機関との交流を開始しました。その中で、群馬大学はJIPWENのコーディ
ネート大学として積極的に世界保機構WHOを含む海外機関との交流を行い、2013年７月に群馬大学
はWHO協力センターの指定を受け、現在多職種連携教育の研究・研修を提供する専門機関として活
動を行っています。当センターは１）多職種連携教育の啓発の推進、２）保健専門教育機関との連携
を強化して、アジア諸国での多職種連携教育の推進、３）多職種連携教育プログラム評価のための研
究の推進ならびにエビデンスの収集することが主な役割として活動しています。大学生も国際的な視
野をもちながら IPE を学ぶことを通じて、学士力を育成することを目的とし、2010年10月に SIPEC
（Student Interprofessional Education Committee）を設立し、学内での勉強会、講演会、国際学会へ
の参加など活動を行っています。
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